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新「
鹿
屋
市
」

誕
生

　

新
市
が
誕
生
し
た
１
月
１
日
は
、

市
役
所
本
庁
で
市
長
職
務
執
行
者

の
有
留
忠
男
・
旧
輝
北
町
長
に
よ

る
新
市
発
足
に
伴
う
事
務
手
続
き

や
辞
令
交
付
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
仕
事
始
め
と
な
る
１

月
４
日
に
は
、
市
役
所
本
庁
や
吾

平
・
輝
北
・
串
良
の
各
総
合
支
所

で
開
庁
式
を
実
施
。
本
庁
に
先

立
っ
て
行
わ
れ
た
吾
平
・
輝
北
・

串
良
の
各
総
合
支
所
の
開
庁
式
で

は
銘
板
の
除
幕
な
ど
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
新
「
鹿
屋
市
」

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
庁
で
行
わ
れ
た
開
庁

式
に
は
市
民
や
関
係
者
な
ど
約

２
５
０
人
が
参
加
。
式
で
は
、
有

留
市
長
職
務
執
行
者
が
「
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
培
っ
て
き
た
財
産
や

資
源
を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
、

大
隅
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
拠
点

都
市
と
し
て
、
新
『
鹿
屋
市
』
の

将
来
像
で
あ
る
『
人
と
自
然
、
地

域
の
恵
み
が
響
き
あ
う
健
康
交
流

都
市
』
の
実
現
に
向
け
、
今
後

も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
来
賓
の
伊
藤
鹿
児
島
県
知
事

も
「
新
『
鹿
屋
市
』
は
、
農
業
基

盤
が
整
っ
て
お
り
、
日
本
の
中
心

と
し
て
世
界
と
渡
り
合
え
る
だ
け

の
資
源
を
も
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

次
の
時
代
に
向
け
た
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
新
『
鹿
屋
市
』

を
中
心
と
し
た
大
隅
半
島
が
更
に

発
展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
小
学
生
の
代
表
や
合

併
協
議
に
か
か
わ
っ
た
旧
市
町
の

前
首
長
と
前
議
会
議
長
ら
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
が

行
わ
れ
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で

風
船
を
飛
ば
し
、
万
歳
を
三
唱
し

て
新
「
鹿
屋
市
」
誕
生
と
開
庁
を

祝
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
1
月
1
日
、
鹿
屋
市
、
吾
平
町
、
輝
北
町
、
串
良
町

の
1
市
3
町
が
合
併
し
、
新
「
鹿
屋
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
新
市
と
し
て
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
と
市
民

福
祉
の
向
上
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
な
が
ら
、
新
「
鹿

屋
市
」
の
将
来
像
『
人
と
自
然
、
地
域
の
恵
み
が
響
き
あ
う
健
康

交
流
都
市
』
の
実
現
を
目
指
し
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま

り
ま
す
。

新「鹿屋市」への期待を込めて祝辞を述べる伊藤
鹿児島県知事。

1,000個の風船を飛ばしました。オープニングセレモニーを飾った東原保育園児
の和太鼓演奏。

前鹿屋市議会議長の西薗議員の音頭で参加
者全員が万歳を三唱。

新
市
誕
生
の
ご
あ
い
さ
つ

鹿
屋
市
長
職
務
執
行
者

　
　

有
留
忠
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

旧
輝
北
町
長)

新「
鹿
屋
市
」

誕
生

平
成
18

日
、
鹿
屋
市
、
吾
平
町
、
輝
北
町
、
串
良
町

新「
鹿
屋
市
」
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生
新「
鹿
屋
市
」
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」
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」
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」
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」
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」
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屋
市
」
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鹿
屋
市
」
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鹿
屋
市
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新「
鹿
屋
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新「
鹿
屋
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誕
生
誕
生
誕
生
誕
生
誕
生
誕
生
誕
生
誕
生
誕
生
誕
生
誕
生
誕
生
誕
生
誕
生

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

１
月
１
日
、
鹿
屋
市
、
吾
平
町
、
輝
北
町
、
串
良

町
の
１
市
３
町
が
合
併
し
、
人
口
１
０
６
，
０
０
０

人
の
新
「
鹿
屋
市
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

歴
史
的
な
合
併
の
実
現
に
至
る
ま
で
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
温
か
い
ご
理
解
を
賜
り
ま
し
た
市
民
の
皆
様

に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
「
鹿
屋
市
」
に
は
、
緑
豊
か
な
高
隈
山
系
や
日

本
一
の
星
空
、
全
国
一
の
産
出
額
を
誇
る
豚
や
肉
用

牛
な
ど
の
畜
産
を
は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
、
日

本
一
を
目
指
す
か
の
や
ば
ら
園
、
県
下
の
神
代
三
山

陵
の
一
つ
と
し
て
名
高
い
吾
平
山
上
陵
、
鹿
屋
体
育

大
学
や
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
な
ど
の
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

関
連
施
設
や
大
隅
少
年
自
然
の
家
な
ど
、
他
に
類
の

な
い
す
ば
ら
し
い
自
然
や
財
産
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
こ

れ
ら
の
豊
か
な
財
産
を
共
有
し
、
十
分
に
生
か
し
な

が
ら
、
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
大
隅
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
拠
点
都
市

と
し
て
、
未
来
へ
大
き
く
飛
躍
す
る
夢
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
新
「
鹿
屋
市
」
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
県
内
で
初
め
て
設
置
さ
れ
た
「
地
域
自
治

区
」
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
引
き
継
ぎ
、
住
民

の
声
に
応
え
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
真
の
合
併
は
、
市
民
が
一
体
感
を
実
感
し

て
初
め
て
成
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
画
し
、
行
政
が

市
民
の
負
託
と
期
待
に
真
摯
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、

新
「
鹿
屋
市
」
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
る
「
人
と
自

然
、
地
域
の
恵
み
が
響
き
あ
う
健
康
交
流
都
市
」
を

実
現
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

新
「
鹿
屋
市
」
の
発
展
の
た
め
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新『鹿屋市』誕生特集
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●
平
成
14
年

4
月 

2
市
10
町
に
よ
る
肝
属
地
域
市
町
村
合
併
調
査

 

研
究
会
発
足

●
平
成
15
年

2
月 

2
市
2
町
（
鹿
屋
市
、
垂
水
市
、
吾
平
町
、
輝
北

 

町
）
に
よ
る
大
隅
中
央
任
意
合
併
協
議
会
設
立

7
月  

2
市
1
町
（
鹿
屋
市
、
垂
水
市
、
吾
平
町
）
に

 

よ
る
大
隅
中
央
法
定
合
併
協
議
会
設
置

    

大
隅
中
央
法
定
合
併
協
議
会
に
輝
北
町
が
加
入

●
平
成
16
年

1
月 

大
隅
中
央
法
定
合
併
協
議
会
に
串
良
町
が
加
入

5
月 
垂
水
市
が
大
隅
中
央
法
定
合
併
協
議
会
を
離
脱

7
月  

1
市
3
町
（
鹿
屋
市
、
吾
平
町
、
輝
北
町
、
串

 

良
町
）
に
よ
る
大
隅
中
央
合
併
協
議
会
設
置

11
月 

合
併
協
定
調
印
式

●
平
成
17
年

1
月 

県
に
廃
置
分
合
（
合
併
）
を
申
請

3
月 

県
が
廃
置
分
合
（
合
併
）
決
定
書
を
交
付

   

国
が
新
「
鹿
屋
市
」
設
置
を
告
示

●
平
成
18
年

1
月 

新
「
鹿
屋
市
」
誕
生

新「鹿屋市」が誕生した１月１日

開市式では、有留市長職務執行者により教育委員会委員や部長
級職員に辞令が交付されました。（鹿屋市役所本庁）

開市式に先立って、条例等の決裁が行われました。（鹿屋市役
所本庁）

県下の神代三山陵の一つとして名高い吾平山上陵には、正月三
が日で約28,000人が初詣に訪れました。

新『鹿屋市』誕生を祝い鹿屋市商店街連絡協議会が、１月１日の午
前０時に約600発の花火を打ち上げました。（鹿屋商工会議所前）

新「
鹿
屋
市
」誕
生
ま
で
の
経
緯

旧３町で閉町式を開催
合併を控えた吾平町、輝北町、串良町でそれぞれ
閉町式が行われました。

12月11日、吾平町振興会館で閉町式が開催されま
した。
式典には町民など約350人が参加。町勢発展など
に功績のあった17個人・７企業の表彰が行われたほ
か、町の歩みや歴史のビデオ上映が行われ、58年の
歴史を振り返りました。

輝北町

12月18日、輝北町の町制施行50周年・閉町記念式
典が輝北町体育館で開催されました。
式典には町民など約400人が参加。町勢発展など
に功績のあった55個人・９団体の表彰が行われたほ
か、スライド上映などで輝北町50年の歴史や思い出
を振り返りました。

串良町

12月23日、串良町の閉町式が串良町民会館で開催
されました。
 式典には町民など約400人が参加。町勢発展など
に功績のあった58個人・２団体の表彰が行われたほ
か、串良町のあゆみをまとめたビデオ上映が行われ、
串良町73年の歩みを振り返りました。

総合支所で行われた開庁式
１月４日、吾平・輝北・串良の３総合支所で、開
庁式が行われました。

吾平町

串良総合支所

吾平総合支所

輝北総合支所

新『鹿屋市』誕生特集
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○
地
勢

　

新
「
鹿
屋
市
」
は
、
鹿
児
島
県
の

東
側
、
大
隅
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

位
置
し
、
西
は
垂
水
市
、
北
は
霧
島

市
、
曽
於
市
、
東
は
大
崎
町
、
東
串

良
町
、
肝
付
町
、
そ
し
て
、
南
は
錦

江
町
の
３
市
４
町
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

市
域
北
西
部
は
、
森
林
生
物
遺
伝

資
源
保
存
林
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

広
大
な
高
隈
山
系
が
連
な
る
山
林
地

帯
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
東
側
に
は

国
営
第
一
号
の
畑
地
か
ん
が
い
施
設

を
も
つ
笠
野
原
台
地
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
域
中
央
部
に
は
、

高
隈
山
系
に
源
を
発
す
る
肝
属
川
が

流
れ
、
市
域
西
部
は
、
錦
江
湾
に
面

し
た
約
19
㎞
に
お
よ
ぶ
美
し
い
海
岸

線
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市

域
南
部
は
県
下
の
神
代
三
山
陵
の
一

つ
で
あ
る
吾
平
山
上
陵
を
有
す
る
山

林
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
面
積

　

新
「
鹿
屋
市
」
の
面
積
は
、
４
４

８
・
33
㎢
で
、
田
・
畑
・
山
林
な
ど

が
全
体
の
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

○
人
口

　

平
成
17
年
国
勢
調
査
速
報
値
に
よ

る
人
口
は
１
０
６
，
２
２
０
人
で
、

年
々
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
人

口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
）
は
、

著
し
く
上
昇
し
て
お
り
、
平
成
12
年

国
勢
調
査
時
で
は
全
国
平
均
の
17
・

３
％
を
上
回
る
20
・
９
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
就
業
人
口

　

新
「
鹿
屋
市
」
の
就
業
人
口
は
、

年
々
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
平

成
12
年
国
勢
調
査
時
で
は
４
９
，
７

０
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
次
産
業
14
・
８
％
、
第
二
次

産
業
22
・
６
％
、
第
三
次
産
業
62
・

６
％
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
次
産
業

は
減
少
、
第
三
次
産
業
は
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○
産
業

　

第
一
次
産
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

お
り
、
市
町
村
別
で
全
国
一
の
産
出

額
を
誇
る
豚
や
肉
用
牛
な
ど
の
畜
産

を
は
じ
め
、
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な

自
然
を
生
か
し
た
さ
つ
ま
い
も
、
米
、

園
芸
作
物
な
ど
の
栽
培
、
錦
江
湾
を

活
用
し
た
養
殖
漁
業
な
ど
、
全
国
有

数
の
食
糧
供
給
基
地
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
別
純
生
産
で
は
、
第

三
次
産
業
が
全
体
の
７
割
以
上
を
占

め
て
お
り
、
大
隅
地
域
の
中
核
的
な

商
業
地
域
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し

て
い
ま
す
。

❶本庁
〒893-8501  鹿屋市共栄町20番1号
TEL㈹0994-43-2111  FAX㈹0994-42-2001

❷吾平総合支所
〒893-1192  鹿屋市吾平町麓3317番地
  TEL(代)0994-58-7111  FAX   0994-58-8415

❹串良総合支所
 〒893-1692  鹿屋市串良町岡崎2059番地
  TEL(代)0994-63-3111  FAX   0994-63-5565

❸輝北総合支所
〒893-0292   鹿屋市輝北町上百引3914番地ロ
  TEL(代)099-486-1111  FAX   099-486-1057

❺分庁舎(上下水道部)
 〒893-0014   鹿屋市寿2丁目11番18号
  業務課 TEL 0994-43-2800  FAX 0994-43-3646
  下水道課 TEL 0994-31-1133    FAX 0994-31-1179

10市成出張所 ❾高須出張所 ❽大姶良出張所 ❼花岡出張所 ❻高隈出張所

14輝北天球館 13霧島ヶ丘公園 12大隅広域公園 11平和公園

新『鹿屋市』誕生特集



8KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや9

新
「
鹿
屋
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
は
、
旧
1
市
3
町
の
固
有
の
資

源
や
特
性
を
生
か
し
た
個
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど
を
十
分
に
尊
重
し
、

合
併
効
果
を
生
か
し
な
が
ら
、
南
九

州
の
拠
点
都
市
の
形
成
を
目
指
す
も

の
で
、
こ
の
計
画
を
総
合
的
か
つ
一

体
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

「
鹿
屋
市
」
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展

と
一
体
性
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

 

そ
し
て
、
こ
の
「
新
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
の
基
本
理
念
や
基
本
方

針
な
ど
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
の
も
と
、
新

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
や
具
体

的
な
取
り
組
み
な
ど
を
位
置
づ
け
た

『
新
「
鹿
屋
市
」
総
合
計
画
』
を
、

概
ね
2
年
（
平
成
18
〜
19
年
度
）
か

け
て
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

新「鹿屋市」の
まちづくり

新
「
鹿
屋
市
」
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
生
か
し

つ
つ
、
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を

進
め
る
た
め
、
県
内
で
初
め
て
旧
町

ご
と
に
「
地
域
自
治
区
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

「
地
域
自
治
区
」
の
設
置
期
間
は

4
年
間
で
、
身
近
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
総
合
支
所
（
事
務
所
）

と
、
こ
れ
に
連
携
す
る
住
民
組
織
の

「
地
域
協
議
会
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
地
域
自
治
区
」
に
は
支

所
長
（
事
務
所
長
）
と
し
て
新
市
長

の
選
任
す
る
区
長
（
特
別
職
）
が
置

か
れ
ま
す
。 旧3町区域に

地域自治区を
設置

地域自治区設置の理由
1 「合併後は地域がさびれるのではないか」という住民の不安を解消し、当分の間、地域別の振興策を行う必要があること
2 「当分の間は、今までどおりとする」事務事業の調整方針について、旧町での経過を見守る必要があること
3    地域住民の参画と理解に基づいた、新「鹿屋市」の具体的な実施計画の策定を進める必要があること

南の大地から未来へはばたく 自立都市の創造
〈基本目標〉

❶新市の特性・資源を生かした魅力と活力を創出するまちづ
くり

❷南九州の拠点都市として人・物・情報が行き交う交流のま
ちづくり

❸域内外との連携・交流を支える一体性のあるまちづくり
❹豊かな自然を守り育む環境にやさしいまちづくり
❺すべての市民が健やかで安心して暮らせるまちづくり
❻自ら学ぶ地域の担い手を育成するまちづくり
❼市民と行政が協働するまちづくり

基本理念

基本計画［まち飛躍プロジェクト］
○食と交流のまちプロジェクト

～「食と健康」を通じた地域産業の振興～
○「交流のまち」プロジェクト

～交流人口の拡大による地域活性化～
○「人・まち元気」プロジェクト

～ 新しい地区運営体制づくりと　　　　
    　市民のコミュニケーションの促進～

地域別の取り組み

今後の具体的な取り組み
新市まちづくり計画

計画策定期間　平成18～19年度（2年程度）
市民参画

①総合計画審議会（仮称）の設置
②市民アンケートの実施や市民フォーラムの開催
③パブリックコメントの実施  など

『新「鹿屋市」総合計画』の策定・推進

「新市まちづくり計画」の中で、各地域の資源や
これまでの取り組みを生かしながら、新「鹿屋市」
で重点的に取り組む「まち飛躍プロジェクト」を構
成する施策・事業や主要な取り組みを位置づけたも
のです。

○中心部エリア
「南九州の拠点・新市の顔づくり」
・中心市街地の活性化による拠点都市の形成
・ばらを活かしたまちづくり ほか

○東部エリア
「大地の恵みと人・物の交流拠点の形成」
・黒毛和牛の里づくりの推進
・東九州自動車道の整備効果を生かした交流拠点の整備 ほか

○北部エリア
 「風かおり人輝く環境共生空間の形成」
・人々の健康を支えるヘルシー農業の推進
・豊かな自然環境を生かした交流空間づくり ほか

地域自治区の概要と区長の役割

新 市 長

区  長
※任期：2年以内（市長が選任）

新「鹿屋市」の組織の一部として、
総合支所の事務を担当する

区域住民の意見等を取りまとめ、
説明や調整の役割を担う

特別職としての役割
（特例法による特別職）

区域の住民の意見等について地域の事実上の代表者と
して取りまとめを行い、市長や議員等に必要に応じて
説明や調整等の役割を担う

特別職としての権限
特別職として地域住民との連携や協働、
意見の調整・市政への反映を行う

○予算編成方針への意見反映
○まちづくり実施計画への意見反映
○各種振興計画への意見反映
○庁議ほか主要審議会・委員会等への参画
○地域協議会の意見とりまとめ
○その他、地域内の政策事業に関する意見反映
○地域代表者として式典・行事等への出席

地域協議会
１　地域協議会の役割

地域協議会は、総合支所が所管する業務や事業について
市長に意見を述べることができる

２　協議会の構成員
区域内の住民から選任

支所長としての役割
（自治法では事務吏員）

新「鹿屋市」の内部機関として市長権限に属する事務
の一部を補助執行する

支所長としての権限
支所長の権限の範囲において

事務を執行する

○予算に定める事業の執行

○地域内の入札・契約等に係る事務

○地域内の財産の管理に係る事務

○その他各種行政分野の事業実施

総合支所（地域自治区の事務所）
１　総合支所の事務

・窓口業務部門
・住民生活に密着した業務部門の事業実施など

２　地域協議会の庶務・運営

○南部エリア
「農工業とやすらぎの交流空間の形成」
・自然と農に親しみ人々の心を癒す美里（うましさと）づくり
・魅力ある農業と活力ある農村地域の育成 ほか

新『鹿屋市』誕生特集

将来像
人と自然、地域の恵みが響きあう 健康交流都市



　

質
問
書
は
、
移
転
案
の
内
容
や
こ

れ
に
伴
う
市
民
の
皆
様
や
鹿
屋
市
へ

の
影
響
な
ど
に
関
す
る
82
の
項
目
か

ら
な
り
、
平
成
17
年
11
月
９
日
に
防

衛
施
設
庁
に
対
し
て
照
会
し
て
い
ま

し
た
。
照
会
に
当
た
っ
て
、
回
答
の

期
限
を
11
月
18
日
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
国
か
ら
、
米
側
に
問
い
合
わ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
や
他
の
省

庁
の
所
管
に
関
す
る
項
目
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
理
由
に
、
期
限
内
で
の
回

答
は
で
き
な
い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
12
月
27
日
に

福
岡
防
衛
施
設
局
の
清
水
繁
局
長
が

市
長
を
訪
問
し
、
回
答
文
書
を
直
接

手
渡
し
ま
し
た
。

　

回
答
で
は
、
空
中
給
油
機
部
隊
の

移
転
先
と
し
て
鹿
屋
基
地
が
検
討
さ

れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
海

兵
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
所
在
す
る
沖

縄
に
近
い
こ
と
」
と
、
「
十
分
な
基

地
面
積
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
を
挙

げ
る
と
と
も
に
、
地
元
に
対
し
誠
心

誠
意
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
行
っ
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
が
、
空
中
給
油
機

の
訓
練
内
容
や
移
駐
の
具
体
的
な
時

期
、
整
備
施
設
の
規
模
、
騒
音
対
策

等
の
地
域
が
最
も
知
り
た
い
質
問
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
日
米
協
議
の
中

で
確
認
し
て
い
く
と
の
内
容
に
な
っ

て
い
る
な
ど
、
具
体
的
な
回
答
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
、

回
答
の
内
容
を
検
証
、
分
析
す
る
と

と
も
に
、
今
回
の
回
答
を
踏
ま
え
た

疑
問
点
や
新
た
な
項
目
に
つ
い
て
、

第
２
弾
の
質
問
書
と
し
て
近
日
中
に

国
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
結
果
や
回
答
を

踏
ま
え
て
、
各
種
団
体
の
代
表
や
周

辺
市
町
の
長
な
ど
で
構
成
す
る
「
鹿

屋
市
米
軍
移
転
問
題
に
関
す
る
意
見

交
換
会
議
」
な
ど
で
協
議
・
検
討
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
質
問
・
回
答
の

全
文
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
本
庁
や
各
総
合
支
所
、

図
書
館
、
学
習
セ
ン
タ
ー
等
に
閲
覧

用
と
し
て
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

昨年12月27日、福岡防衛施設局の清水局長(正面)から受け取った回答
文書に目をとおす山下市長

【問い合わせ】　市地域政策課　☎0994－31－1154
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質問書に対する国からの主な回答の概要

　

米
軍
空
中
給
油
機
部
隊
の
鹿
屋
基
地
へ
の
移
転
案
に
つ
い
て
は
、
地
域

や
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
多
く
の
不
明
な
点
や
疑
問
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

鹿
屋
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
質
問
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
防
衛
施
設
庁
に

照
会
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
27
日
に
、
こ
の
質
問
書
に
対
す
る
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国が「米軍海兵隊普天間基地空中給油機部隊の海上自衛隊鹿屋基地
への移転に関する質問書」に回答

具体的な回答は得られず
質問事項の概要 回答内容の概要

１ 在日米軍再編の今後の手続き等について

・ 平成18 年 3月の最終的な再編案の取りまとめに向け、日米
協議を加速していく
・ 途中経過等は、適宜、地元自治体に説明し、国民の皆様の
理解と協力の下で再編案が実現するよう、誠心誠意、最大
限の努力を行う

２  鹿屋基地が移転先として検討されている理由
について

・ 鹿屋基地は、南九州に所在する海上自衛隊基地として、米
海兵隊ヘリコプターが所在する沖縄に近い
・空中給油機を運用可能な基地面積を有している
・現段階で、鹿屋基地以外は検討していない

３

・ 空中給油機を受け入れるために整備する施
設等について

・ これらの施設を活用する米軍の航空機につ
いて

・ 格納庫、駐機場などの整備が考えられるが、具体的には今
後の日米協議で検討する
・滑走路の長さは、十分である
・ 横田基地の輸送機、三沢基地の哨戒機が飛来することが考
えられる
・その他、訓練での一時的な活用も考えられる

４ 具体的な移転の時期について
・今後、日米間で具体的に検討する
・ 普天間代替施設建設の見通しが立った後に空中給油機の移
駐が行われると考えられる

５

空中給油機の運用について
・ 空中給油機及び給油を受ける航空機の軍事
行動範囲
・飛行訓練等の時間帯
・低空飛行、地上訓練等の有無 等

・ 鹿屋基地における具体的な運用は、今後の日米協議の中で
米側に確認する

６  事件、事故、騒音等が発生した場合の政府の
対応について

・ 事件、事故等については、日米地位協定に基づいて処理さ
れる
・ 基地周辺住民への安全、騒音については、最大限配慮し、
影響が最小限になるよう求める

７  米軍機の飛行時間や範囲等について、鹿屋市
と米軍が直接協定を結べるかについて

・ 米軍の自衛隊施設の使用については、日米地位協定に基づ
き、日米の政府間で使用条件について合意、使用することと
なっている

８ 空中給油機の騒音について

・ 空中給油機のデータはないが、原型輸送機（C－130）の鹿
屋基地での離陸時の推定値（滑走路端から1.8 ㎞付近）は
下記のとおり
・離陸時のデータ  （貨物満載時）　91.2デシベル
　　　　　　　　 （通　常　時）　83.7デシベル
・参考データ（鹿屋基地Ｐ－3Ｃ）　85.4デシベル

９ 米軍人の居住地等について

・ 居住地及び家族の取り扱い等については、今後の日米協議
の中で調整する
・ 日米地位協定には、米軍人等の行動範囲及び外出時間等を
規制する規定はない

10 住民への説明会の実施について ・市当局からの要望を踏まえ、対応したい

11

 「日米地位協定の実施に伴う国有財産の管理
に関する法律」では、公共の福祉に及ぼす影
響が著しい場合等は、市長の意見を聴くこと
になっていることについて

・ 空中給油機の移駐により、鹿屋基地の飛行場施設としての
機能が特段変わるものではなく、関係住民の生活に及ぼす
影響などが著しいとは考えられないことから、この法律にあ
る市長の意見を聴くことは予定していない
・地元の理解を得られるよう、最大限努力する



　

『
在
日
米
軍
再
編
問
題
に
つ
い

て
』
と
題
し
て
講
演
し
た
川
上
氏
は
、

ま
ず
、
司
令
部
機
能
の
強
化
や
米
軍

と
自
衛
隊
の
基
地
の
共
同
使
用
と

い
っ
た
在
日
米
軍
再
編
の
狙
い
や
背

景
を
解
説
。
さ
ら
に
、
兵
力
再
編
の

中
で
抑
止
力
維
持
と
地
元
負
担
の
軽

減
が
考
え
ら
れ
た
結
果
、
横
須
賀
の

米
空
母
艦
載
機
の
岩
国
移
転
に
伴
い
、

空
中
給
油
機
の
移
駐
先
が
岩
国
か
ら

鹿
屋
に
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
、
鹿
屋

へ
の
移
駐
が
浮
上
し
た
経
緯
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
米
軍
が
移
駐
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
ま
ち
の
雰
囲
気
は
相

当
変
わ
る
で
あ
ろ
う
と
し
た
上
で
、

「
騒
音
や
事
件
事
故
が
増
え
る
一
方

で
、
予
算
が
付
い
た
り
観
光
業
が
栄

え
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

冷
静
に
考
え
た
う
え
で
鹿
屋
の
意
見

を
一
つ
に
し
て
拒
否
な
ら
政
府
、
米

軍
に
き
ち
ん
と
声
を
伝
え
る
。
受
け

入
れ
る
な
ら
メ
リ
ッ
ト
を
引
き
出
す

策
を
考
え
る
決
断
の
時
に
立
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
『
日
米
地
位
協
定
に
つ
い

て
』
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
前
泊

氏
は
、
日
本
国
内
の
米
軍
事
施
設
の

75
％
が
集
中
す
る
沖
縄
の
実
情
や
占

領
国
と
被
占
領
国
の
関
係
で
結
ば
れ

た
日
米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く
日

米
地
位
協
定
の
不
平
等
性
を
報
告
。

た
と
え
米
兵
が
犯
罪
を
犯
し
て
も

フ
ェ
ン
ス
の
中
に
入
っ
て
し
ま
え
ば
、

治
外
法
権
が
成
立
し
、
自
国
の
領
土

内
で
あ
り
な
が
ら
他
国
と
同
じ
扱
い

に
な
る
現
実
や
、
米
国
内
で
は
、
基

地
周
囲
に
緩
衝
地
帯
を
必
要
と
す
る

た
め
、
普
天
間
基
地
の
よ
う
に
、
基

地
周
囲
に
市
街
地
が
広
が
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、

在
日
米
軍
の
基
地
は
、
日
本
の
法
律

も
米
国
内
法
も
適
用
さ
れ
な
い
『
法

の
空
白
地
帯
』
に
な
っ
て
い
る
と
批

判
。
そ
し
て
、
「
日
本
を
守
る
べ
き

日
米
安
保
が
沖
縄
を
苦
し
め
て
い
る
。

日
米
地
位
協
定
の
不
平
等
性
は
占
領

政
策
の
延
長
で
あ
り
、
真
の
平
和
国

家
と
し
て
占
領
か
ら
抜
け
出
す
た
め

に
協
定
の
改
正
が
必
要
」
と
話
し
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

市
地
域
政
策
課
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■
投
票
で
き
る
人

　

昭
和
61
年
２
月
６
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
平
成
17
年
10
月
28
日
以

前
に
旧
鹿
屋
市
、
旧
吾
平
町
、
旧
輝

北
町
、
旧
串
良
町
に
転
入
届
を
出
し
、

引
き
続
き
鹿
屋
市
に
住
ん
で
い
る
人

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
出
張
や
仕
事
、
旅
行
な

ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

必
ず
投
票
所
入
場
券
等
で
場
所
の

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
１
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
２
月
４
日
（
土
）

　
　
　

本
庁
：
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
８
時

　
　
　

総
合
支
所
等
：

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
６
時

場
所
＝
旧
鹿
屋
市
に
住
ん
で
い
る
人

　
　
　

↓
本
庁

　
　
　

旧
吾
平
町
に
住
ん
で
い
る
人

　
　
　

↓ 

吾
平
総
合
支
所

　
　
　

旧
輝
北
町
に
住
ん
で
い
る
人

　
　
　

↓ 

輝
北
総
合
支
所

　
　
　

旧
串
良
町
に
住
ん
で
い
る
人

　
　
　

↓ 

串
良
保
健
セ
ン
タ
ー

■
投
票
日
の
投
票
時
間

　

各
投
票
所
で
投
票
時
間
が
異
な
り

ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
投
票
所
入
場
券

等
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

■
投
票
方
法

　

投
票
所
に
投
票
所
入
場
券
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券
は

郵
送
し
ま
す
が
、
投
票
日
が
近
く

な
っ
て
も
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
万
一
、
入
場
券
を

紛
失
し
て
も
投
票
で
き
ま
す
。
投
票

日
当
日
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

※ 

指
定
病
院
等
に
入
院
中
の
人
は
、

そ
の
病
院
等
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

■ 

代
理
投
票
・
点
字
投
票
・

郵
便
等
に
よ
る
投
票

　

代
理
投
票
と
点
字
に
よ
る
投
票
は
、

投
票
日
に
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

重
度
の
身
体
障
害
者
で
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
は
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
日
の
４
日
前

ま
で
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　

郵
便
等
に
よ
る
投
票
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
保
持
者

で
そ
の
内
容
が
一
定
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票
の
代

理
記
載
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
代
理
記
載
人
と
な
る
人
の
届
出

も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ

の
う
え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
開
票

　

投
票
日
の
午
後
８
時
15
分
か
ら
鹿

屋
市
体
育
館
一
か
所
で
行
わ
れ
、
２

階
が
参
観
者
席
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
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新
鹿
屋
市
誕
生
に
よ
り
、
市
長
選
挙
が
１
月
29
日
に
告
示
さ
れ
、

２
月
５
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

必
ず
投
票
へ
行
き
、
あ
な
た
の
一
票
を
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

２
月
５
日
は

新
鹿
屋
市

市
長
選
挙
の

投
票
日
で
す
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専門家の意見を聴こうと、会場には約
1,000人が訪れました。

　12月22日、市文化会館で在日米軍再編
問題に関する講演会が開催されました。
　これは、在日米軍再編問題や日米地位
協定などについて、多くの方々に客観的な
理解と認識を深めてもらおうと開催したも
ので、約1,000人が参加。拓殖大学特任教
授の川上高司氏と、琉球新報社編集局次
長の前泊博盛氏が、それぞれ、「在日米軍
再編問題について」「日米地位協定につい
て」と題して講演を行いました。

在日米軍再編問題に関する講演会

講演終了後は、2人の講師が質問に答
えました。

琉球新報社編集局次長
前泊  博盛 氏

拓殖大学特任教授
川上  高司 氏

　

講
演
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後

日
、
要
約
版
を
作
成
し
て
、
市
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
、

最
寄
り
の
会
場
で
！

申
告
が
必
要
な
人

○ 

営
業
、
農
業
、
地
代
、
家
賃
、
生

命
保
険
料
の
満
期
返
戻
金
等
、
原

稿
料
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ

く
年
金
等
、
土
地
・
建
物
等
の
譲

渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

○ 

給
与
所
得
者(

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
含
む)

で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

○ 

平
成
17
年
中
に
途
中
就
職
や
退
職

を
し
た
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調

整
が
さ
れ
て
い
な
い
人

○  
給
与
所
得
者
で
、
農
業
、
家
賃
収

入
等
が
あ
っ
た
人

○ 

雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
社
会

保
険
料
控
除
等
の
所
得
控
除
や
、

配
当
割
額
控
除
等
を
受
け
よ
う
と

す
る
人

○ 

障
害
年
金
、
遺
族
年
金
、
老
齢
福

祉
年
金
の
受
給
者

○ 

収
入
の
な
か
っ
た
人
（
市
内
に
居

住
す
る
人
の
扶
養
控
除
等
を
受
け

て
い
る
人
で
、
収
入
が
な
か
っ
た

人
を
除
く
）

○ 

市
外
に
住
所
が
あ
る
夫
か
ら
扶
養

さ 

れ
て
い
る
妻
や
20
歳
以
上
の
子

○ 

公
的
年
金
等
収
入
の
み
の
人
で
、

年
間
の
年
金
収
入
が
次
の
金
額
を

超
え
る
人

　

65
歳
以
上
の
場
合
…
１
４
８
万
円

　

64
歳
以
下
の
場
合
…
98
万
円

○  

公
的
年
金
受
給
者
で
、
給
与
、
農

業
、
不
動
産
所
得
等
が
あ
っ
た
人

及
び
扶
養
の
異
動
が
あ
っ
た
人

※ 

年
金
受
給
者
で
所
得
税
が
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
次
ペ
ー
ジ

の
「
年
金
受
給
者
の
確
定
申
告
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
」
も
お
読
み

く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
で
な
い
人

○ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
人

○
生
活
保
護
受
給
者

○ 

鹿
屋
市
内
に
居
住
す
る
人
（
夫
や

親
な
ど
）
が
年
末
調
整
や
確
定
申

告
を
し
た
場
合
に
、
配
偶
者
控
除

や
扶
養
控
除
の
適
用
を
受
け
た
妻

や
子
な
ど
の
人
で
、
平
成
17
年
中

に
収
入
が
全
く
な
か
っ
た
人

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
必
要
事
項
を
記
入
し
た

申
告
書
と
印
鑑
の
ほ
か
に
、
次
の
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○ 

生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
保
険
会
社
等

が
発
行
し
た
支
払
証
明
書
等

○ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、
そ

の
領
収
書
等
（
扶
養
親
族
の
分
も

含
む
）

○ 

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
、

国
民
年
金
や
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
等
の
支
払
証
明
書
等

○ 

営
業
所
得
や
農
業
所
得
、
不
動
産

所
得
の
あ
る
人
は
、
収
入
金
額
と

必
要
経
費
の
わ
か
る
収
支
内
訳
書

や
帳
簿
等

○ 

給
与
、
公
的
年
金
を
も
ら
っ
て
い

る
人
は
、
源
泉
徴
収
票
（
職
場
等

か
ら
交
付
さ
れ
な
い
場
合
は
収
入

金
額
を
証
明
す
る
も
の
）

　

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ

れ
る
人
に
は
、
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
が
、
勤
務
状
況
の
変
化
等
に
よ
り

申
告
が
必
要
で
な
い
場
合
や
、
申
告

書
が
届
か
な
く
て
も
申
告
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
税
課
市
民
税
係

　
　

☎
０
９
９
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（
内
線
３
１
１
３
・
３
１
１
４
）

　

平
成
16
年
の
所
得
税
法
の
改
正

に
伴
い
、
平
成
17
年
分
か
ら
老
年

者
控
除
の
廃
止
及
び
公
的
年
金
の
雑

所
得
の
計
算
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
本
年
度
よ
り
所
得

税
の
確
定
申
告
が
必
要
に
な
る
場
合

や
、
所
得
税
の
還
付
申
告
書
を
提
出

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
還
付
申
告
書
を
提
出
で

き
る
人
は
、
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
を

さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
例
え
ば
65
歳

以
上
で
、
次
の
よ
う
な
人
は
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼ 

本
人
だ
け
の
場
合
は
、
年
間
の
公

的
年
金
の
収
入
金
額
が
１
６
２
万

円
を
超
え
る
人

▼ 

夫
婦
で
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
人

が
い
る
場
合
は
、
年
間
の
公
的
年

金
の
収
入
金
額
が
２
０
１
万
円
を

超
え
る
人

■
確
定
申
告
説
明
会
日
程

　

※
時
間
は
2
時
間
程
度

◎
鹿
屋
地
区

　

 

日　

時
＝
2
月
7
日
（
火
）
〜
10

日
（
金
）
午
前
9
時
30
分
〜
・
午

後
1
時
30
分
〜

　

場　

所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

◎ 

串
良
地
区

　

 

日　

時
＝
2
月
6
日
（
月
）
午
前

9
時
30
分
〜
・
午
後
1
時
30
分
〜 

場　

所
＝
串
良
公
民
館

◎ 

吾
平
地
区

　

 

日　

時
＝
2
月
2
日
（
木
）
午
前

9
時
30
分
〜
・
午
後
1
時
30
分
〜

　

場　

所
＝
湯
遊
ラ
ン
ド
あ
い
ら

◎ 

輝
北
地
区

　

 

日　

時
＝
2
月
1
日
（
水
）
〜
6

日
（
月
）
（
土
・
日
除
く
）
午
前

9
時
30
分
〜
・
午
後
1
時
30
分
〜

　

場　

所
＝
大
隅
税
務
署

※ 

輝
北
地
区
は
、
今
年
の
6
月
30
日

ま
で
は
大
隅
税
務
署
が
管
轄
と
な

る
の
で
、
大
隅
税
務
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

○ 

市
県
民
税
申
告
書(

所
得
税
の
申

告
書
が
送
付
さ
れ
た
人
は
、
そ
の

申
告
書
も
持
参)

○ 

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
、
給

与
の
あ
る
方
は
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票

○ 

国
民
健
康
保
険
税
支
払
証
明
書
、

国
民
年
金
・
国
民
年
金
基
金
の
支

払
金
額
が
わ
か
る
控
除
証
明
書
、

そ
の
他
の
社
会
保
険
料
支
払
証
明

書
○ 

生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
な
ど

の
控
除
証
明
書
、
医
療
費
の
領
収

書
な
ど

○
印
鑑
・
筆
記
用
具
・
電
卓

○ 

本
人
名
義
の
預
金
通
帳
口
座
番

号
（
所
得
税
が
還
付
に
な
る
場
合

等
）

○ 

年
金
・
給
与
以
外
に
収
入
の
あ
る

人
は
、
そ
の
内
容
の
計
算
書
類

※ 

当
日
は
、
確
定
申
告
書
の
作
成
方

法
等
を
説
明
し
、
申
告
書
作
成
後
、

提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　
　

☎
０
９
９
４
─42
─３
１
２
７

　

大
隅
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　
　

☎
０
９
９
─４
８
２
─０
０
０
７

　

市
民
税
課
市
民
税
係

　
　

☎
０
９
９
４
─43
─２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

（
内
線
３
１
１
３
）

年
金
受
給
者
の

確
定
申
告
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

市県民税の
申告は

3月15日 (水 )
までです。

　平成18年1月1日現在、鹿屋市に住所のある次の人は、平成17
年中の所得状況を申告する必要があります。
　この申告は、市民税・県民税の課税資料となるばかりでなく、
国民健康保険税、介護保険料の資料になるほか、公営住宅、児
童手当、保育園・幼稚園就園補助金、融資などの申請に必要な
諸証明のもとになりますので、必ず申告してください。

◇ 

申
告
の
受
付
期
間 

◇

　

今
回
の
申
告
は
旧
市
町
の
地
区
の

会
場
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
区
公
民
館
な
ど

▼
鹿
屋
地
区　

　

2
月
1
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

▼
串
良
地
区　

　

2
月
7
日
（
火
）〜
3
月
10
日
（
金
）

▼
吾
平
地
区　

　

2
月
7
日
（
火
）〜
3
月
8
日
（
水
）

▼
輝
北
地
区

　

2
月
15
日
（
水
）〜
3
月
10
日
（
金
）

※
日
程
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
庁
・
総
合
支
所

▼
鹿
屋
地
区　

鹿
屋
市
役
所
本
庁

　

3
月
1
日
（
水
）
〜
15
日
（
水
）

▼
串
良
地
区　

串
良
総
合
支
所　

　

3
月
13
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
）

▼
吾
平
地
区　

吾
平
総
合
支
所

　

3
月
9
日
（
木
）
〜
15
日
（
水
）

▼
輝
北
地
区　

輝
北
総
合
支
所　

　

3
月
13
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
）

※ 

各
地
区
の
公
民
館
に
行
け
な
か 

っ
た
人
が
対
象
で
す
。
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【問い合わせ・申込先】
　〒893-0007　鹿屋市北田町8-8
　株式会社　まちづくり鹿屋
　☎0994－41－1033　℻   0994－41－９７７８
　Eメール　rosy-town@omega.ne.jp
　ホームページ  www.omega.ne.jp/rosy-town/

◇◇◇ プラザ委員を募集 ◇◇◇

　中心市街地の活性化を目的に設立された第三セ
クターまちづくり鹿屋では、市街地再開発の複合交
流施設を市民が集い楽しめる場にするため、各プラ
ザの利用促進を図る企画・提案を行うなど、運営に
携わってくれるプラザ委員を募集します。

◆ 募集プラザ　 芸術文化学習プラザ、情報プラザ、
健康スポーツプラザ

◆ 応 募 資 格　 市内に在住又は勤務する18 歳以上
で午後 6 時以降も活動できる人

◆ 募 集 人 員　 各プラザ単位で約 50人募集します。
応募者多数の場合は、事務局で審
査のうえ選任予定。選考結果は３月
中旬にお知らせします。

◆募 集 締 切　2月 28 日 ( 火 )
◆ 申 込 方 法　 まちづくり鹿屋や本庁、各総合支所

等に置いてある応募用紙に必要事
項を記入し、持参又は FAX でお申
し込みください。応募用紙は、ま
ちづくり鹿屋のホームページからも
ダウンロードできます。

　　　　　　　※ この個人情報は目的以外には使
用しません

　

市
で
は
、
平
成
11
年
3
月
に
策
定

し
た
鹿
屋
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
中
心
市
街
地
の

整
備
改
善
と
商
業
等
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
、
鹿
屋
商
工
会
議
所
、
㈱
ま
ち

づ
く
り
鹿
屋
と
と
も
に
、
北
田
大
手

町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
再
開
発
事
業
は
、
商
業
施
設

を
は
じ
め
、
情
報
プ
ラ
ザ
、
芸
術
文

化
学
習
プ
ラ
ザ
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
な
ど
の
公
共
公
益
施
設
を
各
階

に
配
置
す
る
一
部
4
階
建
て
の
複
合

交
流
施
設
と
国
道
５
０
４
号
拡
幅
工

事
か
ら
な
る
事
業
で
す
。

　

昨
年
7
月
に
、
同
再
開
発
事
業
に

伴
う
権
利
変
換
計
画
の
国
土
交
通

大
臣
認
可
を
受
け
、
12
月
中
旬
か

ら
、
こ
の
事
業
の
中
心
と
な
る
複
合

交
流
施
設
の
本
格
的
な
本
体
工
事
に

着
手
し
て
お
り
、
平
成
19
年
３
月
に

は
、
市
民
が
集
う
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
再
開
発
事
業
と
あ
わ

せ
て
肝
属
川
の
親
水
護
岸
を
整
備
す

る
肝
属
川
水
辺
プ
ラ
ザ
事
業
や
、
か

の
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
整
備
ほ
か
、

区
域
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど
を
行
う

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
工
事
も

始
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
は
交
通
規
制

な
ど
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
本
部
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複合交流施設の模型・イラストパネルを展示します

期 間：１月16日 ( 月 ) ～24日 ( 火 )
場 所：吾平総合支所

期 間：１月26日 ( 木 ) ～２日３日 ( 金 )
場 所：串良総合支所

期 間：２月７日 ( 火 ) ～15日 ( 水 )
場 所：輝北総合支所

複合交流施設の概要
建  築  面  積　7,027㎡
延 べ 床 面 積　15,953㎡
建築物の高さ　26m

中心市街地の
活性化を目指して
複合交流施設の本体工事に着手

■４階部分 
　屋上庭園

■３階部分
　健康スポーツプラザ、芸術文化学習プラザ

■２階部分
　芸術文化学習プラザ、福祉プラザ

■１階部分
　商業施設、業務施設、情報プラザ、駐車場

16KANOYA  CITY
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心市街地の心市街地の
平成19年
４月オープン

ま  ち  の  話  題

　12月 21 日の夜から 22日の朝にかけて鹿屋市内は記録的な大雪
に見舞われました。
　これは、九州南部の上空 5,500m に、氷点下 30 度以下のこの冬
一番の強い寒気が流れ込んだためで、鹿児島市で積雪 11cmを観測
し 12月としては 88年ぶりに記録を更新するなど、県下一円で記録
的な大雪を観測。鹿屋市でも、降雪すら珍しい海岸沿いの地域で積
雪が確認されたほか、市街地で 5cm以上、山間部では 10cm 以上
の積雪が確認されるなど、過去に例がないほどの大雪でした。

市立寿保育所では、普段体験することのない白銀の世界に子供たちが大喜び！

一面銀世界となった吾平山上陵

真っ白な雪化粧をした平和公園慰霊塔

鹿屋市街地と高隈山系

波打ち際まで積雪した高須海水浴場

真っ白な雪化粧をした平和公園慰霊塔

鹿屋市街地と高隈山系

波打ち際まで積雪した高須海水浴場

北田大手町地区市街地再開発事業

記録的な大雪に
見舞われる !



18KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや19

KANOYA

Town  Topics

　12月18日、市道整備に伴う薬師堂古
墳（西祓川町）の発掘調査で発見され
た地下式横穴墓30基の現地説明会が行
われました。
　この地下式横穴墓は、南九州独特の
墓制であり、近隣の町でも発見される
ものの、これほど密集して見つかった
のは県内でも初めて。出土した土器等
から５世紀半ばから６世紀初めの古墳
時代に作られた集団墓であると推測さ
れ、市教育委員会では、「大隅半島にお
ける古墳時代の様相解明の参考になれ
ば」と期待しています。

３遺跡で貴重な発見相次ぐ！

　12月10日、市立図書館で、本を
読む楽しさや文章を書く楽しさを
知ってもらおうと毎年行われてい
る第９回図書館エッセイコンテス
トの表彰式が開催されました。
　特選受賞者は、次のとおりです。
（小学生の部）もりやまひろき、ま
つ下りょう、つるぞえのどか、　　
園下真織、福地周人、米田裕佳
（中学生の部）　 園下隆一朗
（一般の部）吉田久美、上村泉

　12月15日、鹿屋市老人クラブ連
合会が鹿屋小学校に「友愛タオル」
約100枚を寄贈しました。
　これは、市内の老人クラブでつ
くる同連合会が、教育の現場で幅
広く活用してもらえればと、会員
から集めたタオルを「友愛タオル」
と名付けて贈ったもので、10年ほ
ど前から毎年行っています。この
ほか、同連合会では、鹿屋地区内
の全小学校や福祉施設などにもタ
オルを寄贈する予定です。

　12月27日、阪神タイガースに入
団の決まった前田大和選手（樟南
高校３年、下祓川町出身）が、鹿
屋市役所を訪れ、入団を報告しま
した。
　身長176cm、体重66kgの前田選
手は、遠投120ｍを投げる強肩の持
ち主で、阪神タイガースでの背番
号は66番に決まっているそうです。
「１日でも早く一軍にあがって甲子
園でプレーできるように頑張りた
い」と抱負を語ってくれました。

KANOYAKANOYA鹿屋 KANOYAKANOYA鹿屋 KANOYAKANOYA鹿屋

　１月１日、輝北運動場で『初日
とともに走ろう会』が開催されま
した。
　走ろう会には、家族連れなど約
100人が参加。午前６時30分に薄
暗い中をスタートし、白い息を吐
きながら思い思いのペースでグラ
ウンドや特設コースを走りました。
待望の初日は悪天候のため拝めま
せんでしたが、準備されたぜんざ
いで体を温めながら、家族の健康
と幸せを祈願しました。

　12月22日、吾平町地域安全パト
ロール隊と池園町地域安全パト
ロール隊に、鹿屋警察署から青色
回転灯の標章が交付されました。
　パトロール隊は、地域を安心・
安全なまちにしようと、それぞれ
の地区で自主的に組織された団体。
交付を受けると、早速、青色回転
灯を点灯させたパトロール車が町
内の防犯パトロールに出発しまし
た。今後は、町内を巡回して防犯
活動を行う予定です。

　12月18日、「学びの輪　ひろげて
ふくらむ　夢・未来」をテーマに
串良町民会館で第17回串良町生涯
学習町民大会が開催されました。
　大会では、各種表彰をはじめ、生
涯学習の成果発表や総合医療研究
所の金華洙所長による基調講演が
行われました。
　また、会場では、カントリードー
ルやアートフラワーなどの作品や、
町内ＰＴＡの取り組み状況のパネ
ルも展示されました。

KIHOKUKIHOKU輝北 AIRA&KANOYAAIRA&KANOYA吾平 &鹿屋 KUSHIRAKUSHIRA串良
初日とともに走る 青色回転灯をつけて防犯活動 第 17回串良町

生涯学習町民大会

図書館エッセイコンテスト
表彰式 友愛タオルを寄贈 阪神タイガース入団を報告

池園町地域安全
パトロール隊

吾平町地域安全
パトロール隊

　12月24日、吾平町上名の黒羽子
観光農園で、いちご狩りが始まり
ました。
　同農園の管理組合によると「今年
のいちごも甘さは十分！」という
こと。約60アールのビニールハウ
ス内には、真っ赤な甘い「とよのか」
が、たわわに実っており、５月の
初旬までいちご狩りを楽しむこと
ができるそうです。
開園時間　午前９時～午後５時
入 場 料　無　料

AIRAAIRA吾平

　12月17日、前方後円墳の岡崎15号古
墳（岡崎東）で発見された地下式横穴
墓３基の現地説明会が行われました。
　発見された３基の地下式横穴墓のう
ち、２基は前方部と後円部の両くびれ
の部分から、１基は前方部の裾端部か
ら見つかりました。前方後円墳に接す
るかたちで見つかったのは県内では初
めてで、全国でも宮崎県内の２例に次
ぐ３例目。くびれ部分は祭りに使われ
た重要部分であることから、埋葬され
た豪族と密接な関係にある人物の墓と
推測されます。当日は、多くの考古学
ファンが訪れました。

　吾平町下名の名主原遺跡の発掘現場
で、盾や飾りつきの棒を持つ人物が描
かれた弥生時代の絵画土器片が整理作
業（水洗い）の時に発見されました。
　この土器片は、弥生時代末期の２世
紀後半から３世紀初めに作られ、祭事
の時に使用された小型つぼ型土器の一
部とみられており、国立歴史民族博物
館の春成秀爾教授によると「戦いを模
した祭りの様子ではないか」とのこと。
人物と特定できる絵が描かれた絵画土
器の発見は県内では初めてのことです。

地下式横穴墓とは…竪穴を堀った竪
たてこう

坑と、その穴の底から横方向に掘り進
めた遺体を収める玄

げんしつ

室で構成される墓のことで、埋葬した後は、羨
せんどう

道とい
う玄室の入り口を土のかたまりや軽石等でふさぎ、竪坑部を埋め戻します。

『いちご狩り』が
始まりました

　11月26日、串良町の中山用水で、
草刈りやゴミ拾い等のボランティ
ア活動が行われました。
　中山川をせき止めて造られた中
山用水は、下流域108haを潤すほ
か、防火用水としての機能を持つ
地域の大切な資源。ボランティア
は、この中山用水をきれいにして、
その機能を再認識しようと行われ
たもので、地元建設業者など120人
が参加し、軽トラック２台分もの
ゴミを収集しました。

KUSHIRAKUSHIRA串良
中山用水をきれいにしよう

KANOYAKANOYA鹿屋

KUSHIRAKUSHIRA串良

AIRAAIRA吾平

地下式横穴墓を
30基発見！

全国でも３例目の
地下式横穴墓を発見！

人を描いた土器を発見！
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　12月19日、串良町民会館で第10
回串良町肉用牛振興大会が開催さ
れ、畜産農家など約400人が参加し
ました。
　式では串良町の和牛振興に尽力
した団体・個人の表彰が行われたほ
か、最近の畜産情勢の報告や、肝
属家畜保健衛生所の轟木淳一防疫
課長による「牛の病気と繁殖障害」
と題した記念講演が行われ、参加
者は熱心に聞き入っていました。

　12月19日、市民総参加で進める
ばらを活かしたまちづくり事業に
役立ててもらおうと、鹿屋西ロー
タリークラブが、ピース・和音など、
ばらの苗６種、100株を鹿屋市に寄
贈しました。
　贈呈セレモニーでは、同クラブの
松田会長が、「鹿屋市に、世界のば
らありと言われるよう頑張ってく
ださい」とあいさつ。その後、早速、
出席者全員で、ばらの苗を一株一
株丁寧に植えていました。

　12月18日、千葉市昭和の森で開
催された第13回全国中学校駅伝大
会の女子の部に百引中学校、男子
の部に鹿屋東中学校が鹿児島県代
表として出場しました。
　同大会は、中学駅伝の日本一を
決める大会で、全国の都道府県か
ら男女ともに48校が参加。両校と
も初出場ながら、選手一人ひとり
が全力を尽くし百引中学校が18位、
鹿屋東中学校が27位と健闘しまし
た。

KUSHIRAKUSHIRA串良 KANOYAKANOYA鹿屋 KIHOKU&KANOYAKIHOKU&KANOYA輝北 &鹿屋

　12月９日、鹿屋市文化協会が鹿
屋市社会福祉協議会に寄付をしま
した。
　これは10月29日から11月３日ま
で開催された鹿屋市文化祭の会場
（市文化会館と市中央公民館）に同
協会が設置した募金箱に寄せられ
た多くの方々の善意と、会場で同
協会が毎年行っているコーヒー販
売の益金を、社会福祉のために役
立ててもらえたらと寄付したもの
です。

　12月24日、串良校区青年団が串
良鉄道記念公園で「ともしび祭」
を開催しました。
　会場では子供たちが将来の夢を
描いた灯籠の展示や、串良商業高
校吹奏楽部による演奏などが行わ
れたほか、サンタクロースが来場
者にプレゼントを贈りました。ま
た、当日は同公園から串良総合支
所までの約300ｍがキャンドルでラ
イトアップされ、祭りの最後には
花火も打ち上げられました。

KANOYAKANOYA鹿屋 KUSHIRAKUSHIRA串良
文化祭の益金を寄付 「ともしび祭」を開催

串良町肉用牛振興大会を開催 ばらの苗を寄贈 市内２校が全国中学駅伝で健闘

Town  Topics

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

市
立
串
良
幼
稚
園

　
　

☎
０
９
９
４
─63
─６
７
３
３

　

市
立
細
山
田
幼
稚
園

　
　

☎
０
９
９
４
─62
─２
８
９
５

　

串
良
教
育
支
所
教
育
課

　
　

☎
０
９
９
４
─63
─３
１
１
１

　
　
　
　
　
　

（
内
線
４
８
２
０
）

鹿
屋
市
営
駐
車
場

ピ
ッ
ト　

が
オ
ー
プ
ン

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ

て
き
た
市
民
駐
車
場
ピ
ッ
ト
88
が
、

昨
年
の
12
月
20
日
に
24
時
間
営
業
の

鹿
屋
市
営
駐
車
場
ピ
ッ
ト
88
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

管
理
運
営
は
、
鹿
屋
市
が
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
し
た
株
式
会
社
ま

ち
づ
く
り
鹿
屋
が
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
利
用
料
金

・
午
前
８
時
〜
午
後
７
時

　
　

１
時
間
に
つ
き　

１
０
０
円 

・
午
後
７
時
〜
午
前
０
時

　
　

30
分
に
つ
き　
　

１
０
０
円

・
午
前
０
時
〜
午
前
８
時

　
　

２
時
間
に
つ
き　

１
０
０
円 

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
本
部

　
　

☎
０
９
９
４
─41
─９
７
７
７

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

パ
ソ
コ
ン
特
集
講
座

●
日　

程

◎
ワ
ー
ド
中
級
講
座

・ 

受
講
期
間
＝
２
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
16
日
（
木
）

・
定
員
＝
20
人

・
テ
キ
ス
ト
代
＝
１
，
５
０
０
円

◎
エ
ク
セ
ル
中
級
講
座

・ 

受
講
期
間
＝
２
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
23
日
（
木
）

・
定
員
＝
20
人

・
テ
キ
ス
ト
代
＝
１
，
５
０
０
円

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
初
級
講
座

・ 

受
講
期
間
＝
２
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
３
月
２
日
（
木
）

・
定
員
＝
20
人

・
テ
キ
ス
ト
代
＝
１
，
０
０
０
円

◎
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
講
座

・ 

受
講
期
間
＝
３
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
９
日
（
木
）

・
定
員
＝
20
人

・
テ
キ
ス
ト
代
＝
無
料

● 

講
座
時
間
＝
19
時
〜
21
時

● 

申
込
資
格
＝
市
内
に
在
住
又
は
勤

務
し
て
い
る
35
歳
以
下
の
人
（
今

回
の
み
高
校
３
年
生
も
応
募
資
格

あ
り
）

● 

申
込
期
限
＝
２
月
３
日
（
金
）

　

 

※
８
時
30
分
〜
21
時
ま
で
受
付

● 

申
込
方
法
＝
直
接
来
館
又
は
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
・
希
望
講
座
名
を
記
入
の
う
え
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他
＝
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
申
込
少
数
の
場
合
は
開
講
し

ま
せ
ん
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　

☎　

０
９
９
４
─43
─４
６
４
０

平
成　

年
度

市
立
幼
稚
園
入
園
申
込
受
付

　

串
良
幼
稚
園
と
細
山
田
幼
稚
園
の

来
年
度
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
幼
稚
園　
　

　

串
良
幼
稚
園
＝
４
歳
児
学
級
35
人

　

５
歳
児
学
級
35
人

　

 

細
山
田
幼
稚
園
＝
３
歳
児
〜
５
歳

児
学
級
35
人
（
３
歳
児
は
定
員
に

満
た
な
い
場
合
の
み
で
、
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

● 

入
園
資
格
＝
平
成
12
年
４
月
２
日

〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
幼
児

● 

申
込
期
間
＝
１
月
13
日
（
金
）
〜

31
日
（
火
）
※
定
員
に
な
り
次
第

締
切

● 

申
込
方
法
＝
幼
稚
園
及
び
串
良
教

育
支
所
に
置
い
て
あ
る
入
園
願
書

を
、
希
望
す
る
幼
稚
園
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

日　時　1月21日（土）･22日（日）
　　　　　　午前 9時～午後 5時
場　所　串良総合支所周辺道路
　　　　※ 串良商工会館前、総合支所周辺の道路を歩行者天国とし、

約 300店舗の商工業者が日用品や雑貨、花木等を即売し
ます。また、保健センター横で献血を実施します。安定した輸
血用血液を供給するため献血にご協力ください。

情報掲示板

18

二十三や市 

情報掲示板
Information 日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

2006 1月

【問い合わせ】　串良町商工会　☎ 0994-63-3032

88

日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

2006 2月

鹿屋東中学校 百引中学校

℻  

募    

集

お
知
ら
せ

　12月18日、平成20年３月にグラ
ンドオープンを目指す吾平町神野
の吾平自然公園に、ウォーターパー
ル館がオープンしました。
　ウォーターパールとは、水に特
殊な振動をあてて作った水玉に、
専用ストロボライトをあてること
で、水玉が上下に移動するように
見えるものです。また、公園内には、
農産物や加工品の販売などを行う
「神の屋」も同時オープンしました。

AIRAAIRA吾平ウォーターパール館
オープン！
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
指
宿
テ
レ
ビ
中

継
局
」
を
受
信
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

　

２
月
１
日
よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
指
宿

テ
レ
ビ
中
継
局
」
か
ら
送
信
さ
れ
る

総
合
テ
レ
ビ
と
教
育
テ
レ
ビ
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
、
新
し
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

変
更
す
る
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
工

事
は
、
２
月
１
日
〜
３
月
20
日
ま
で

の
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
腕
章
と

テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
証
を
携
帯
し
た

係
員
が
手
続
き
と
工
事
に
お
伺
い
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

工
事
費
を
要
求
し
た
り
、
後
日
請

求
書
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

　
　

（
現
在
）
40  

↓
（
新
）
50

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ

　
　

（
現
在
）
42  

↓
（
新
）
44

【
問
い
合
わ
せ
】

　

宮
崎
・
鹿
児
島
地
域

　
　
　
　

受
信
対
策
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
１
２
０
─５
５
０
─１
４
２

「
や
っ
て
み
よ
う
！

    

よ
う
こ
そ
ジ
ャ
パ
ン
」

　

１
月
10
日
〜
２
月
20
日
は
「
Ｙ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
！　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
Ｓ
」
で
す
。

　

こ
の
時
期
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
多

く
の
外
国
人
が
日
本
へ
訪
れ
ま
す
。

情報掲示板

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
カ
メ
ラ

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
あ
げ
た
り

す
る
な
ど
、
誰
に
で
も
で
き
る
お
も

て
な
し
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支
局

　
　

☎
０
９
９
─２
２
２
─５
６
６
０

公
園
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

最
近
、
公
園
の
駐
車
場
を
本
来
の

目
的
以
外
に
使
用
し
て
い
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

車
庫
の
よ
う
な
利
用
や
放
置
駐
車

等
は
、
公
園
を
利
用
す
る
人
や
近
隣

の
住
民
に
迷
惑
を
掛
け
る
ば
か
り
で

な
く
、
地
域
生
活
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
悪
質
な
放
置
車
両
に

つ
い
て
は
、
条
例
に
基
づ
き
所
有
者

に
撤
去
勧
告
及
び
命
令
を
行
い
ま
す
。

撤
去
命
令
に
従
わ
ず
違
反
し
た
場
合

は
、
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。

　

だ
れ
で
も
楽
し
め
る
公
園
に
す
る

た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
公
園
課
維
持
係

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
４
８

家
庭
教
育
講
演
会

● 

日　

時
＝
１
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　

15
時
〜

● 

入
場
料
＝
無　

料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
社
会
教
育
課

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
３
８

映
画
「
あ
し
た
元
気
に
な
〜
れ
！
」

● 

日　

時
＝
１
月
29
日
（
日
）

　
　
　

①
10
時
30
分
〜　

②
14
時
〜

　
　
　

③
18
時
30
分
〜

【
問
い
合
わ
せ
】

　

つ
ど
い
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ

　

☎
０
９
０
─１
５
１
４
─６
１
９
５

第
５
回
鹿
屋
市
少
年
少
女
合
唱
団
＆

か
の
や
室
内
管
弦
楽
団
定
期
演
奏
会

● 

日　

時
＝
２
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　

14
時
〜

● 

入
場
料
＝
無　

料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
文
化
課

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
６
７

平
成
17
年
度
春
季
学
習
成
果
発
表
会

● 
日　

時
＝
２
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜

● 

入
場
料
＝
無　

料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
中
央
公
民
館

　
　

☎
０
９
９
４
─44
─０
３
２
１

平
成
17
年
度
鹿
屋
市
生
涯
学
習
大
会

● 

日　

時
＝
２
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
30
分
〜

● 

入
場
料
＝
無　

料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
社
会
教
育
課

① 

検
査
内
容
＝
免
疫
便
潜
血
反
応
検

査
（
二
日
法
）

②
受
診
料
＝

　

○
40
歳
〜
69
歳　

４
０
０
円

　

○ 

65
歳
〜
69
歳
の
人
で
老
人
医
療

受
給
者
は
、
医
療
受
給
者
証
の

提
示
で
無
料

　

○ 

70
歳
以
上
、
非
課
税
世
帯
、
生

活
保
護
世
帯
は
無
料

　

※ 

非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
、
容
器
回
収
日
に
必
ず

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
日
程
＝
下
表
の
と
お
り

　

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
３
８

生
活
習
慣
病

予
防
週
間
の
お
知
ら
せ

「
１
に
運
動
・
２
に
食
事
・
し
っ
か

り
禁
煙
・
最
後
に
ク
ス
リ
」

　

毎
年
２
月
１
日
〜
７
日
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
週
間
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
高
血
糖
、
高
脂

血
症
、
高
血
圧
の
重
複
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
自
ら
の
健
康
は
自
ら
が
創
る
こ

と
に
努
め
、
定
期
的
な
運
動
の
実
施
、

正
し
い
食
生
活
、
禁
煙
、
定
期
的
な

健
康
診
査
の
受
診
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
健
康
づ
く
り
の
３
要
素
で
あ
る

栄
養
・
運
動
・
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
生
活
習
慣
の
確
立
を
目
指
し
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　
　

☎
０
９
９
４
─41
─２
１
１
０

大
腸
が
ん
検
診

　

市
内
の
40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

大
腸
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

Information

【問い合わせ】　市文化課　☎ 0994-31-1167

情報掲示板Information

※休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。
　各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

１月・２月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

１月15日
池田病院 下祓川町 0994-43-3434
平瀬外科 北田町 0994-43-3431

22日
長﨑内科 笠之原町 0994-43-2195
小倉記念病院 寿８丁目 0994-44-7171

29日
おひさまこどもクリニック 新川町 0994-42-7822
そえじまクリニック 旭原町 0994-41-6800

２月５日
伊東内科クリニック 札元２丁目 0994-43-3500
徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 0994-44-1119

11日
幸田内科 寿４丁目 0994-43-5000
検見崎病院 西原１丁目 0994-43-2991

12日
中塩医院 西原１丁目 0994-43-2489
田村脳神経外科クリニック 川西町 0994-41-7100

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

１月15日
内村産婦人科 串良町岡崎 0994-63-2521
市来医院 吾平町上名 0994-58-6037

22日
長峯医院 肝付町新富 0994-65-2008
山路医院 東串良町池之原 0994-63-2134

29日
山内クリニック 肝付町前田 0994-65-2022
児玉医院 東串良町川東 0994-63-8522

２月５日
小野医院 肝付町前田 0994-65-2314
はらだ整形外科 東串良町池之原 0994-63-8080

12日
東条医院 串良町下小原 0994-63-7377
小浜クリニック 吾平町上名 0994-58-6025

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
１月15日 すみの歯科医院 寿３丁目 0994-42-2959
22日 瀬口歯科医院 西大手町 0994-43-3333
29日 高須歯科医院 高須町 0994-47-2525

２月５日 武田歯科医院 今坂町 0994-44-1619
11日 辻畑歯科医院 大手町 0994-42-2359
12日 とおや治歯科クリニック 寿１丁目 0994-40-1811

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時

　洋画・日本画・彫刻・工芸・デザイン・写真の各部門で入賞した作品を
展示します。
日　時　2月5日（日）～12日（日）
　　　　午前 9時～午後8時　※12日は午後3時まで
場　所　市中央公民館

鹿屋市美術展第24回

内○
○外
内○
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○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外

　　　   インフルエ
ンザの

　　　　　　 予防
について

　  　     ～早めの
対応を～

　インフルエンザが
流行する季節にな

り

ました。抵抗力の弱
い高齢者や乳幼児

の

いる家庭は十分に
気をつけ、早めの対

応

を心がけましょう。

● なるべく人混み
を避け、外出後は

必ず

顔や手洗い、うがい
をすること。

● 睡眠、栄養、休養
を十分にとること。

● 高齢者は長引く
と肺炎などを併発

する

可能性があるので
、症状が出たら早

め

に病院で診察を受
けること。

● 高熱が続くと多
量の汗をかくので

、乳

幼児などが脱水症
状を起こさないよ

う

に、十分に水分を補
給すること。

【問い合わせ】

　市健康増進課　
☎０９９４-41-２１

１０

ワン
ポイン

トワン
ポイン

ト

１月・２月の歯科休日在宅医
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日　程
会　　場

受付 9:30～10:30 受付 13:30～14:30

１月31日(火) 保健相談センター 高隈地区交流促進センター

２月１日(水) 鹿屋市医師会館 大姶良地区学習センター

２月６日(月) 保健相談センター 花岡地区公民館

２月７日(火) 高須地区学習センター 農業研修センター

※ 検査容器の回収を２日後に同じ会場で行います。

　 …内科　　    　…外科内○  ○外

文
化
会
館
の
催
し

保　

健



　新「鹿屋市」の開庁式は、
１月４日に、鹿屋市役所本庁
で行われました。
　式典では、有留忠男市長職
務執行者、旧市町の前首長、
伊藤県知事、森山衆議院議員
がテープカット。その後ろで、
旧市町の前議会議長と小学生
が、くす玉割りを行い、最後
は、約 250 人の出席者と一緒
に万歳三唱で新「鹿屋市」の
誕生を祝いました。（関連記
事Ｐ２～Ｐ９）

今月の表紙

　

今
年
は
戌
年
。
犬
は
人
間
と
の
付

き
合
い
が
と
て
も
古
い
動
物
で
、
盲

導
犬
や
猟
犬
、
番
犬
、
警
察
犬
な
ど

と
し
て
人
間
社
会
に
い
ろ
い
ろ
と
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
今
年
の
干
支
の
犬
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
立
体
花
壇
が
大
隅

広
域
公
園
の
噴
水
広
場
に
あ
り
ま

す
。
犬
は
体
長
1.6
ｍ
、
体
高
1.4
ｍ
。

３
０
０
本
の
黄
色
い
パ
ン
ジ
ー
の
服

を
着
て
お
り
、
翌
年
の
干
支
が
登
場

す
る
ま
で
季
節
に
応
じ
た
花
で
衣
替

え
し
な
が
ら
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
立
体
花
壇
の
前
に
は
、
１

月
中
旬
ま
で
高
さ
３
ｍ
、
直
径
２
ｍ

の
ジ
ャ
ン
ボ
門
松
も
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎2059番地 ☎ 0994-63-3111
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　新市の誕生とともに、『広報
かのや』の歴史も幕を明けま
した。
　取材エリアとなる新鹿屋市
は、南北約 43km、東西約
20km と広大ですが、編集
に携わるスタッフ一同、市内
をフットワークよく動き回り、
市民のみなさんに、市政情報
や地域の話題などをお届けす
る予定です。
　『広報かのや』の発行日は、
毎月 13 日と 28 日の月２回。
13日発行分は、特集記事など
を掲載する『通常版』として
発行し、28日発行分は、お知
らせ記事を中心にした『お知
らせ版』　として発行します。
　新鹿屋市の飛躍に向けたよ
り良い広報紙づくりを目指し、
紙面の充実を図っていきます
ので、ご愛読よろしくお願い
します。

『
広
報
か
の
や
』
を

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

古紙配合率 100%再生紙を
使用しています。

探
屋
鹿

訪

みなさんの元気いっぱいの写真
を広報紙に掲載してみませんか。
秘書広報課 (☎0994-31-1123)
までご連絡ください！

干支の立体花壇（大隅広域公園）

広報かのや　

吾平町上名

総　数 106,220 人　
男 50,362 人　
女 55,858 人　
世帯数 43,784 世帯

人口と世帯数

平成 17 年 10 月 1日現在

平成 17 年国勢調査速報値


